
 

 

   

 

グループの基本情報 地域型復興住宅の主な工法・価格帯 

所在地 いわき市平下平窪字諸荷前25-3 主な構造・工法 木造軸組工法 

グループ構成 合計 30 社（原木供給／3 社、製材／3 社、建材流通／3 社、プレカ
ット／3社、設計／3社、施工／15社） 価格帯 1,500 万円～ 

代表者名 草野 坦(アキラ建設 代表) 価格の基準面積 100㎡ 

主な受賞歴等  価格に含まれない
項目 屋外工事費、外構工事費、設計料、諸手続費 

連絡窓口 
担当：小森良一 
[メール] komo.eco@viola.ocn.ne.jp 
[電話] 0246-22-4733 [ＦＡＸ] 0246-22-4743 

＊価格は、地域・プラン、仕様によって異なります。 
詳しくはお問い合わせください。 

ホームページ    

[地域型復興住宅のイメージと特徴]
いわきの自然住宅 
●私達は土地の気候風土に適した、永続的で居心地の良い住まい作りを目指
しています。 

●そのためには家を建てるときに、まず土地の特性をよく観察することが大
切です。どの方角から太陽がのぼり、風はどのように吹いているのか。周
りの建物との関係性やその場所から見える景色、植生など、それらの特性
を生かすことで室内に柔らかく差し込む光、穏やかに動く風、室内外の植
物がもたらしてくれる様々な恩恵をうけることができます。 
 
一緒に考え、一緒に作る 
●家を作ることは、住まう人の生活を作ることでもあります。どのような暮
らし方をしたいのか、それに合わせて私達は適度な判断、知識を提案しな
がらその人らしい家を一緒に考え、一緒に創ることを心がけています。

089
復興住宅まもりすまいネットワーク 
福島県全域 
[グループの特徴とメッセージ] 
●私たちは長年にわたり、このいわきの地域特性を生かしながら、いわきの地に根を張り、 
皆様とともに歩んできた地域工務店の任意団体です。 
●《３．１１東日本大震災》私たちの暮らしがいかに危ういものなのか、実感した人も多いかと思います。 
もう一度私たちの暮らしを見直してみませんか？ 
●新しいことではなく、昔からその土地その場所にあった知恵と材料で。 
その一歩が未来にとっての大事な一歩になるように、一緒に考えてみませんか。 

福島県地域型復興住宅推進協議会
本協議会は、木を使った復興住宅の建設を推進するため、設置した団体です。建設、木材に関する
住まいづくりのプロたちにより構成され、国土交通省や林野庁、県などの支援を受けています。
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